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タワマン建設 税金が支える
再
開
発
事
業
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
る
東
京
都

内
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
税
金
が
支
え
て
い

る
。
都
内
４６
地
区
の
再
開
発
事
業
の
資
金
計
画

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
傾
向
が
浮
か
び

上
が

っ
た
。

２２
地
区
で
総
事
業
費
の
２０
％
以
上

を
税
金
で
ま
か
な
い
、
最
大
の
上
板
橋
駅
南
口

駅
前
東
地
区

（板
橋
区
）
で
は
６８
％
に
な
る
。

都
が
６
月
時
点
で
事
業
中
の

４６
地
区
の
再
開
発
事
業
の
資
金

計
画
に
つ
い
て
情
報
公
開
制
度

を
使

っ
て
入
手
し
分
析
し
た
。

４６
地
区
の
ほ
と
ん
ど
は
、
地
権

者
が
再
開
発
事
業
組
合
を
作

り
、
超
高
層
の
タ
ワ
マ
ン
を
建

て
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
床

（保
留
床
）
を
開
発
業
者
に
売

っ
て
、
建
設
工
事
や
既
存
家
屋

の
除
却
、
住
民
補
償
、
調
査
設

計
な
ど
の
事
業
費
を
ま
か
な
う

仕
組
み
を
と

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
保
留
床
の
売
却
で

事
業
費
を
ま
か
な
え
る
再
開
発

事
業
は
２
地
区
で
、
他
の
４４
地

区
に
は
事
業
費
を
補
助
す
る
交

付
金

な
ど
が
投
入
さ
れ

て
い

る
。

４６
地
区
を
平
均
す
る
と
事

業
費
全
体
の
１２
％
を
税
金
に
依

存
し
て
い
る
。

下
町
交
付
金
頼
み

「税
金
依
存
率
」
が
高
い
地

区
は
①
上
板
橋
駅
南
口
６８
％
ヽ

②
Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
北
口

（江
戸
川

区

）
５８

％
ヽ
③
十
条
駅
西
口

(元の家や商店 )

Aさん、
Bさん、
Cさんの

権利床

保留床
売却して
事業費に
あてる

共用部分や
公共施設の
整備には
税金を投入

再開発の
イメージ図

(ビル)

（北
区
）
４７
％
ヽ
④
大
山
町
ク

ロ
ス
ポ

イ

ン
ト
周
辺

（
板
橋

区
）
４４
％
と
な

っ
て
い
る
。

投
入
さ
れ
る
税
金
の
う
ち
大

き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、
国

土
交
通
省
が
２
０
１
０
年
度
に

設
け
た
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
だ
。
住
宅
や
道
路
な
ど
に

細
分
化
し
て
い
た
補
助
金
を

一

括
し
て
自
治
体
に
交
付
す
る
。

都
心
に
比
べ
て
開
発
の
遅
れ

た
下
町
や
周
辺
区
が
、
駅
前
の

整
備
や
木
造
密
集
地
の
解
消
、

道
路
拡
幅
な
ど
と
と
も
に
再
開

発
を
進
め
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

言
い
換
え
れ
ば
、
交
付
金
な
し

で
は
再
開
発
事
業
を
進
め
ら
れ

な
い

「税
金
依
存
」
の
状
態
が

十
条
駅
前
で
大
規
模
な
再

開
発
が
進
む
。
昭
和
の
下

町
の
雰
囲
気
が
様
変
わ
り

し
そ
う
だ
＝
東
京
都
北
区

う
か
が
え
る
。

同
交
付
金
に
よ

っ
て
、
再
開

発
事
業
の
調
査
設
計
、
土
地
整

備
、
共
同
施
設
整
備
、
防
災
機

能
強
化
に
か
か
る
経
費
は
国
と

自
治
体
が
３
分
の
２
を
出
す
。

十
条
駅
西
日
の
場
合
、
日
鉄
興

和
不
動
産
と
東
急
不
動
産
が
参

加
す
る
組
合
が
、
１
３
１
億
円

の
交
付
金
を
得
て
１
４
６
房
の

タ
ワ
マ
ン

（
５
７
８
戸
）
を
建

て
る
。
使
途
は
、
調
査
設
計
６

億
円
、
土
地
整
備

（大
半
が
補

償
費
）
２９
億
円
、
共
同
施
設
整

備
費
９５
億
円
と
な

っ
て
い
る
。

「廊
下
な
ど
皆
さ
ん
が
使
う
と

こ
ろ
を
補
助
し
て
い
る
」
と
北

区
の
担
当
者
は
言
う
。

大
山
町
ク

ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
で

も
交
付
金
６９
億
円
の
う
ち
４６
億

円
が
共
同
施
設
整
備
費
に
振
り

向
け
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
小
岩
駅
北

口
も
同
様
で
、
江
戸
川
区
の
担

当
者
は

「
共

用
廊
下
や
駐
車

場
、
駐
輪
場
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

な
ど
に
充
て
る
」
と
い
う
。

事
業
者
負
担
軽
く

再
開
発
で
タ
ワ
マ
ン
を
建
て

る
際
、
既
存
住
宅
の
撤
去
や
住

民
補
償
、
設
計
、
さ
ら
に
建
物

の
共
用
部
分
に
も
交
付
金
が
投

入
さ
れ
る
の
で
、
事
業
者
の
負

担
は
そ
の
ぶ
ん
軽
く
な
る
。

再
開
発
組
合
が
道
路
な
ど
公

共
施
設
を
造
る
際

に
、
国
や

都
、
区
が
工
事
代
を
負
担
す
る

公
共
施
設
管
理
者
負
担
金

（公

管
金
）
と
い
う
制
度
も
あ
る
。

上
板
橋
駅
南
国
の
場
合
は
、

川
越
街
道
と
同
駅
を
結
ぶ
放
射

８
号
線
な
ど
に
１
９
２
億
円
が

投
じ
ら
れ
る
。

「道
路
を
造
る

の
は
再
開
発
組
合
で
す
が
、
道

路
は
公
共
施
設
な
の
で
区
が
費

用
を
出
し
ま
す
」
と
区
の
担
当

者
。
住
友
不
動
産
が
加
わ
る
再

開
発
組
合
は
、
公
費
で
造
ら
れ

る
こ
の
道
路
沿
い
の
駅
前
の

一

等
地
に
８．
億
円
の
交
付
金
を
得

て
タ
ワ
マ
ン

（約
４
４
０
戸
）

な
ど
を
建
設
す
る
。
三
井
不
動

産
レ
ジ
デ
ン
シ
ヤ
ル
と
日
鉄
興

和
が
加
わ
る
小
岩
駅
北
口
も
、

幅
１８
済
の
区
画
街
路
の
拡
幅
な

ど
に
公
管
金
２
２
６
億
円
が
投

じ
ら
れ
る
う
え
、
公
費
か
ら
１

４
２
億
円
を
得

て
タ

ワ

マ
ン

（
７
３
０
戸
）
を
建
て
る
。

再
開
発
と
補
助
金
の
関
係
に

詳
し
い
埼
玉
大
の
岩
見
良
太
郎

名
誉
教
授

（
都
市
工
学

）
は

「交
付
金
に
よ

っ
て
不
動
産
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
コ
ス
ト
が
軽

減
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
あ
ら
か
じ
め
交
付
金
を
前

提
に
再
開
発
の
収
支
が
計
画
さ

れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

（大
鹿
靖
明
）


